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地域の情報をお届け！ 

地域の和食文化ネットワーク九州  

メールマガジン 第28号 
配信日：2022/1/27  
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１．農林水産省 日本地理的表示協議会（JGIC）が設立 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
今般、GI保護制度の更なる定着・発展を図るため、GI登録団体の呼びかけにより、GI登録団体及びその

活動に協力する官民関係者が参画するGIの全国組織として、「日本地理的表示協議会」が設立されまし

た。 

本協議会は、(ア)全国のGI登録団体が産品の種類や地域を超えて、制度の認知度向上、GI産品全体の販

路拡大、侵害対策等に力を合わせて取り組むとともに、(イ)その際、生産・流通の川上から川下まで、ま

た金融・商工・地方行政など様々な分野の関係者の力を借りながら取組を進めることを目的としていま

す。 

本協議会の会長には村田吉弘氏（料亭菊乃井代表、文化功労者、一般社団法人全日本・食学会理事長）

が選任され、会員としてGI登録団体91団体のほか、農業・漁業・食品産業関係団体や地方自治体等が協力

会員として参加します。 

※GI保護制度とは 

GI保護制度は、地域ならではの特徴的な産品の名称を知的財産として保護する仕組みです。同制度に産

品を登録することで、模倣品が排除されるほか、知名度が向上し取引が増大する、登録生産者団体が自ら

の産品の価値を再認識することができ品質管理が徹底されるなどの効果が期待されます。 

制度発足から6年が経過し、登録産品は110品に上り、着実に増加しています。 

⇒ https://www.maff.go.jp/j/press/yusyutu_kokusai/chizai/220119.html

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

２．文化庁 令和４年度「食文化ストーリー」創出・発信モデル事業の公募 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
文化庁は、今年度に引き続き、地域の特色ある食文化の継承・振興に取り組む地方公共団体等に対し、

文化財登録等に向けた調査研究や、その文化的価値を伝える「食文化ストーリー」の構築・発信等を支援

するための補助事業（令和４年度「食文化ストーリー」創出・発信モデル事業）を実施いたします。 

本事業は、文化財制度も活用しつつ、地方公共団体等の皆さまと連携しながら地域の食文化（郷土食等）

の調査研究、継承・振興活動の推進と、それらを通じた地域活性化等を目指すものです。 

募集案内、補助要項等については、以下のURLよりご覧ください。 

公募期間は、1/24（月）～ 2/22（火）までとなっております。 
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⇒ https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/joseishien/syokubunka_story/93655701.html

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

３．文化庁 日本博を契機とする文化資源コンテンツ創成事業「主催・共催型Ｐ」の受付を開始

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
文化庁は、令和４年度日本博を契機とする文化資源コンテンツ創成事業「主催・共催型プロジェクト」の

企画提案受付を開始いたしました。 

【事業目的】 

「日本博」は、「日本の美」の多様かつ普遍的な魅力を国内外へ発信し、次世代に伝えることで、更なる

未来の創生を目指し、我が国の文化芸術の振興を図る事業です。 

令和４年度の「主催・共催型プロジェクト」では、総合テーマ「日本人と自然」及び基本コンセプトの

下、縄文時代から現代まで続く「日本の美」の魅力を、これまでにない形で体感できる文化資源コンテン

ツを創成・拡充し、国内外への戦略的プロモーションを推進することにより、「文化芸術立国」としての

基盤を強化するとともに、国内外の観光需要の一層の喚起、地方への誘客の促進、全国各地での体験滞在

の満足度向上による消費拡大や観光インバウンドの訪日意欲の喚起、文化による「国家ブランディング」

の強化を図ります。 

【提出期限】 

 ２月３日（木） 12:00必着 

【提出先】 

独立行政法人日本芸術文化振興会 日本博事務局 

⇒ https://japanculturalexpo.bunka.go.jp/info/54/

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

４．「令和３年度 地産地消等優良活動表彰」九州農政局長賞の受賞者決定 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
農林水産省では、全国各地のそれぞれの立地を活かした創意工夫のある様々な地産地消や国産農林水産

物・食品の消費拡大を推進する取組を募集し、優れた取組を表彰する「地産地消等優良活動表彰」を実施

しています。 

九州農政局においても、応募のあった取組の中から、九州地域において優良な取組を行っている団体等に

ついて、令和３年度地産地消等優良活動表彰の九州農政局長賞３団体を決定しました。 

詳しくは、九州農政局ホームページをご覧ください。 

⇒ https://www.maff.go.jp/kyusyu/press/keiei/220125.html

（担当）経営・事業支援部 地域食品・連携課 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

５．事務局からのお知らせ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
あっという間に１月も末になり、来週には節分、そして立春を迎えます。 

節分の食べ物として、最近は「恵方巻き」が人気ですが、昔から、邪気を払い１年の無病息災を願って

この時期に食べられていたのが「豆」「イワシ」「蕎麦」。 

現在、オミクロン株が猛威を振っておりますが、新型コロナに負けない体づくりのためにも、「恵方巻

き」だけでなく、栄養価の高い「豆」や「イワシ」料理、「お蕎麦」などもぜひ今年の節分メニューに取

り入れたいですね。 

～～ 会員様からの情報や投稿、お待ちしています ～～  

 和食文化ネットワーク九州メールマガジンでは、食文化の保護・継承にかかるイベント情報や、支援策

情報のご案内など、タイムリーなお届けを心がけています。 

 本紙面を通じて、会員様主催のイベント等をご案内してみませんか。 

 会員（団体）様の取組の紹介や、地域に伝わる食文化の情報など大歓迎です。 

 下記事務局まで、メールもしくはお電話でご連絡下さい。 

 また、本ネットワークメールマガジンに対するご意見やご要望、ご感想などもお待ちしています。 
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～～ ネットワーク九州会員募集のご案内 ～～ 

 地域の和食文化ネットワーク九州では、随時、ネットワーク会員を募集（参加費無料）しています。 

 徐々にですが、加入申込みをいただいています。 

 当ネットワークにご興味をお持ちの方などいらっしゃいましたら、下記サイトをご案内いただければ幸

いです。 

＜九州農政局ホームページ：和食文化ネットワーク九州のWebサイトはこちら＞ 

⇒ https://www.maff.go.jp/kyusyu/syokuryou/syokubunka/net.html

＜和食文化ネットワーク九州バックナンバーはこちらからご覧になれます。＞ 

⇒ https://www.maff.go.jp/kyusyu/syokuryou/syokubunka/mm_b.number.html

○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○● 

 地域の和食文化ネットワーク九州 事務局 

○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●

窓 口：九州農政局 経営・事業支援部 地域食品・連携課 

住 所：熊本県熊本市西区春日２丁目10番１号（熊本地方合同庁舎内） 

電 話：096-300-6356 FAX：096-211-9825 

メール：wasyokubunka_kyushu@maff.go.jp
※配信先の変更や配信停止、並びに会員情報の変更についても、上記Eｰmailアドレス宛てにお知らせ下さ

い。 


